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第5表　収穫果の大きさ分布

年

次

　　 項 目

試 験 区
調 査 個 数

も M S S S
10 0g 以下 平均 果 重

19 1㌢以 下 18 1～ 190 才 15 1～ 18 0 才 10 1～ 15 0 才

4 5

7 5 p p m 区

個 帝 帝 喀 喀 喀 タ

2 7 7 0．0 6．1 5 0，5 4 2．2 1．1 1 5 5．1

5 0 p p m 区 5 7 4 0．2 2．4 4 4．4 5 1，4 1．8 1 2 q 8

無　 処　 理　 区 2 5 1 0．5 5．8 5 4．5 5 5．8 8．0 1 2 5．2

4 8

5 0 p p m 区 4 1 8 0．0 5．5 5．5 1 5 鼠2 2．2 1 5 5．8

2 5 p p m 区 5 1 0 0．2 8．1 5 4．9 5 6．5 2．5 1 5 d 2

1 5 p p m 区 1 4 2 0．0 8．5 4 5．1 4 5．4 2．8 1 5 5．5

無　 地　 理　 区 4 0 8 0．0 7 8 5 0．7 4 0．0 1．5 1 5 8．2

果実の槙径の肥大率をみると，処理の各区は14日

後から無処理区と差が出始める（第4表）0　このこと

からACpの効果が出るのは処理1週間後ころから　と

推察される。

4　薬害などについて

薬液の附着による果実，樹体の外見上の薬害，ある

いは落果，へタス牛などはいずれの区も全く認められ

なかった。しかしながら処理区のいずれもが，子重病

が大きかった。とくに50ppm以上の着色良好の果実

でこの傾向が顔著であった。

4　ま　　と　　め

ェスレル処理の各区とも熟期促進効果が十分認めら

れ，収穫時の果実の大きさ，品質なども無処理と比べ

差がなかった。しかしながら5Dppm，75ppmの浪

度では脱渋後の軟化が早く現在のアルコール脱渋法で

は実用的には無理と考えられる。25ppm前後の濃度

である程度の実用性は考えられるが，全般的に着色の

良いもの程軟化が早いということを考えれば，適期収

穫には十分注意しなければならないし，使用するにし

ても現状では早場地帯に限定されるべきである。

15ppmの濃度では日時は問題ないが熱期促進効果

が少なく，実用性は少ないと思われる。なお，今後は

炭酸ガス脱浜を取り入れ日時延長効果について検討す

る必要がある。

和ナシ二十世紀のユズ肌果発生防止に関する試験

（1）ユズ肌果発生樹に対する高接更新試験

橋　本　　　登

（福島県園試）

いて検討を行った。

1　ま　え　が　き

近年果物の生産量が多くなり，外国からの輸入量も

年々増加の傾向にある。このような状勢のなかで，果

物の安定した需要の拡大をはかるには品質の良いもの，

すなわち，うまい果物でなければならない0

ナシ栽培において果実の品質を著しく低下させてい

るものにユズ肌ナシがある。このユズ肌ナシの発生の

原因については，すでに明らかにされているが，栽培

の現況をみるとかなり高い割合で発生している。そこ

で防止対策の一環として慢性的に多発する二十世紀に

新しい品種の高接を行い，ユズ肌巣の発生の有無につ

2　試　験　方　法

供試樹：二十世紀，5d年生，1樹

接穂供試品種

85－4（幸水×リー28）

薪　　水（菊水×君塚早生）

人　　事（八雲×幸水）

幸　　水（早生幸蔵×菊水）

87－25（新高×幸水）

50－14（新興×幸水）

豊　　水（リ→14×八雲
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二十世紀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水は昭和48年4月）。

（二十世紀の穂木はユズ肌栗の全く発生　　　　詞査項目

接木時期

していない樹より採穂）　　　　　　　　　　　　ユズ肌果，裂果，糖度，酸度調査

果肉硬度調査

昭和44年4月に側横単位に切接を行った（皇

第1蓑　ユズ肌果，裂果，糖度，酸度調査

　　 調 査 項 目

品 種
調 査 果 数 平 均 呆 重

ユ ズ 肌 果 発 生 程 度
裂 果 果 汁 糖 度 果 汁 酸 度

無 少 中 多 甚

d 5 －　 4 （ 高 接 ）

果 タ 喀 痴 喀 痴 藤 洛

1 2．2 5．48 5 2 6 5 8 （5．1 1 0．7 5．0 0 0 0

薪　　　 水 （ 高 接 ） 4 9 1 9 8 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2．8 4．7

薪　　　 水 （ 対 照 ） 1 0 1 8 5 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2．2 4．7

八　　　 幸 （ 高 接 ） 8 9 5 0 5 4 2．1 2 5．2 2 4．6 1 0．1 D 2 0．2 1 0．0 5．1

八　　　 幸 （ 対 照 ） 1 0 5 （～2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1．9 5．0

幸　　　 水 （ 高 接 ） 5 4 2 8 4 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1．2 4．9

幸　　　 水 （ 対 照 ） 1 0 2 8 ° 1 0 0 0 0 口 0 0 1 1．0 4．9

8 7 － 2 5 （ 高 接 ） 1 0 8 2 9 9 8 2．0 1 （～．9 0 0 0 0 1 1．0 4．5

5 0　 － 1 4 （ 高 接 ） 4 8 4 0 5 8．5 2 8．2 5 2．1 1 0．8 2．1 0 1 0．4 4．8

5 0 － 1 4 （ 対 照 ） 1 0 5 5 7 0 5 0．0 7 0．0 ロ 0 0 1 0．0 4．7

二 十 世 紀 （ 高 接 ） 5 5 2 4 8 2 8．5 4 5．5 2 2．8 5．7 1．8 0 1 0．8 4．4

二 十 世 紀 （ 対 照 ） 1 0 5 2 5 1 0 0 0 0 D 0 0 1 0．2 4．5

注．1）調査基準
無　　健　全　果

少　　果実の下一計から半分くらいまで凹凸が現れて帯建部は少し浅い。

中　　赤道部附近まで強い凹凸が現れて帯建部は極めて浅い。

多　　果面全体に凹凸が現れ特に下半分は著しく，帯窪部は極めて浅い。

甚　　果面全体に著しい凹凸を生じ，果形は変形する。

2）対照とは採穂した樹で苗木より育成した5年生樹。

第2表　果　肉　硬度調　査

　 調 査 項 目

品 種

調 査 果 数

ユ　 ズ 肌 果 発 生 程 度 別 硬 度

無 少 中 多 甚

胴 部 帯 建 部 胴 部 帯 窪 部 胴 部 帯 窪 部 胴 部 帯 建 部 胴 部 ■帯 窪 部

8 5 －　 4 （ 高 接 ）
果 毎 吻 極 毎 毎 毎 毎 吻 毎 毎

8 5 1．5 8 1．5 7 1．4 d 1．5 1 1，4 1 1．4 1

薪　　 水 （ 高 度 ） 4 9 1．5 4 1．5 8 － － － － － － － －

新　　 水 （対 照 ） 1 0 1．5 8 1．4 2 － － － － － － － －

八　　 幸 （ 高 接 ） 8 9 1．8 1 1．8 8 1．8 2 1．8 2 1．8 5 1．9 1 1．8 2 1．9 5 － －

八　　 幸 （ 対 照 ） 1 0 1．5 4 1．5 1 － － － － － － － －

幸　　 水 （ 高 接 ） 5 4 1．4 6 1．4 4 － － － － － － － －

幸　　 水 （対 照 ） 1 0 1．5 2 1．4 8 － － － － － － － －

8 7－ 2 5 （ 高 楼 ） 1 0 （5 1．°8 1．8 8 1．7 1 1．7 7 － － － － － －

5 0 － 1 4 （ 高 接 ） 4 8 1．4 8 1．4 7 1．4 5 1．5 2 1．4 5 1．5 8 1．5 5 1．5 5 1．4 7 1．4 2

5 0－ 1 4 （ 対 照 ） 1 0 － － 1．5 8 1．5 4 1．2 7 1．2 0 － － － －

二 十 世 紀 （ 高 接 ） 5 5 1．5 9 1．占5 1．d 5 1．8 8 1．d d 2．1 9 1．8 8 2．1 7 1．8 1 2．1 8

二 十 世 紀 （ 対 照 ） 1 0 1．5 5 1．5 5 － － － － － － － －
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5　試　験　結　果

1　ユズ肌果の判定は外観的な症状と果肉硬度をも

もって判定した。外観的な症状は調査基準に従って肉

眼により判別を行った0

高接されたd5－4，八幸，87－25

50－14，二十世紀，および対照区の50－14にお

いて特有なユズ肌症状が現れた。特に二十世紀，八幸

において著しい発生がみられた。しかし，新水，幸水

においでは全くその発生は認められなかった（第1表）。

2　これ■らユズ肌症状の果実の果肉硬度を測定した

結果は第2表に示すとおりであるが，八幸，87－25，

二十世紀で発生程度別（小）において1．7吻以上の硬

度を示した。しかし，85－4，50－14はいずれ

も1．5吻以下の硬度であり，ユズ肌果特有の果肉の粗

さはみられなかった。

5　八幸は早生種の青ナシとして，これから増櫨の

期待される品種であるが，dD喀近くの果実がユズ肌

巣が発生し，しかも症状の著しい果実の約20多が，

袋の中で帯窪部から胴部にかけて裂果が発生した。

4　果実の肥大については，ユズ肌果の発生の著し

い場合は肥大が劣っているが，発生の認められない薪

水，幸水，では正常な肥大を示している。また，高壊

された枝の伸長については現在のところ著しく伸長の

悪いものは認められないが，接木される位置による伸

長の差異は発生している。

4　摘　　　　　要

高接更新によってユズ肌巣の発生防止の可能な品種

は，現在早生系の赤ナシで注目されている，新水，幸

水である。両品種とも品質が優れ，果実の肥大も良く

有望な対策と考えられる。特に福島県の場合，長十郎，

二十世紀の栽培の比率が高いため，出荷期を早めて有

利に販売すると同時に，労働力の成合を避けるために

も，ユズ肌樹に対して高接更新は極めて有効な方法で

ある。

ミスト利用による線枝ぎし試験

一モミ　ジ・ヒガンザクラにつレ、て一

新田　斉モ富田高密誉竹林　蜜＊＊
（＊福島県農政課・＊＊福島県園試いわき支場・＊＊＊会津若松普及所）

1　ま　え　が　き

モミジ，サクラのさし木繁殖は，一部の種煩では可

能であったが，発根困難な種類とされ，実用的にはほ

とんどが接木繁殖であった。

しかし，近年ミスト法，発根促進物質の利用等によ

り，さし木繁殖の実用性が検討されている。

筆者等はこのたび，モミジ（デショウジョウ），ヒ

ガンザクラを用い，ミスト利用による緑枝ざしについ

て検討した。その結果2・さの知見を得たので報告す

る。

2　さし木用土試験

1　試験方法

モミジのミスト法に適する用土粗合わせを検討する

ため，さし木用土はピートモス，バーミキュライト．

鹿沼土，山砂を組み合わせ，7地理とした。

穂木は天葉が展開し，茎がやや木質化したものと，

秋伸びし，未展開薫が2－5枚の新桐の2処理とした0

さし木は8月22日に行った。参考としてサザンカ，

アザレアを用いた。

さし木床は25×45×‘仰のポリカゴを用いた。

さし木場所はヨシズ覆いしたミスト室を用い，5時

から17時50分まで50分間隔，15秒スプレーのタ

イマー方式を用いた。

さし木後75日経過した11月5日に掘り取り調査

した。

各用土の三相，pHはさし木と同一の用土を素焼鉢

に取り，ミスト下に置き，終了時に調査した0

2　試験結果

活着割合は用土により異なり，バーミキュライト単

用の5卯から，山砂の90多と大きな差があった（第

1表）。参考のサザンカはバーミキュライト単用で78・7感，

ノミ一ミキュライト7，山砂5および，鹿沼土7，山砂

5が100多の活着を示し，また，アザレアではピートモ

スの活着が良く，樹種により用土は異なる。

モミジの活着の良かった用土は固相割合の高い用土

が良く，ややしまった感じの用土が良いと考えられる。

pHから見ると5・50～．5・82の範囲の活着が艮かった。

穂木の熱度による活着は，山砂では熟枝の55帝に


